
の
鐘
）
を
放
送
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
十
月
か
ら
三
月
ま
で
は

午
後
四
時
三
十
分
に
放
送
し
ま
す
。

　

放
送
を
聞
き
逃
し
た
場
合
は
、

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
☎
３
６
ー

８
６
８
６
）
で
内
容
を
確
認
で
き

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
広
報
ま
つ
も
と
五
月
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
屋
外
拡
声
子
局

・
松
風
園
・
南
方
公
民
館
・
橋
倉

公
民
館
・
西
桐
原
公
民
館
・
寺
所

公
民
館
・
北
入
中
央
公
民
館
・
原

公
民
館
・
入
山
辺
厩
所
・
本
村
公

民
館
・
美
ヶ
原
分
校
・
駒
越
公
民

館
・
千
手
公
民
館
・
林
業
セ
ン

タ
ー
・
入
山
辺
大
仏

★
戸
別
受
信
機

・
松
風
園
・
入
山
辺
公
民
館
・
橋

倉
公
民
館
・
南
方
公
民
館
・
西
桐

原
公
民
館
・
東
桐
原
公
民
館
・
舟

付
公
民
館
・
宮
原
公
民
館
・
北
入

中
央
公
民
館
・
包
石
公
民
館
・
中

村
公
民
館
・
寺
所
公
民
館
・
竹
の

下
公
民
館
・
千
手
公
民
館
・
駒
越

公
民
館
・
三
反
田
公
民
館
・
奈
良

尾
公
民
館
・
上
手
町
公
民
館
・
厩

所
公
民
館
・
原
公
民
館

・
一
の
海
公
民
館

・
大
仏
公
民
館

・
東
部
公
民
館

・
本
村
公
民
館

・
東
村
公
民
館

・
西
村
公
民
館

・
牛
立
公
民
館

・
入
山
辺
保
育
園
（
今
年
度
設
置
）
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平成26年7月 1日現在
世帯数
　男
　女
総人口

８９３戸
１, ０４２人
１，１１６人
２，１５８人

保
護
情
報
・
緊
急
地
震
速
報
の
自

動
放
送
）

・
災
害
が
予
測
さ
れ
る
場
合
の
緊

急
情
報
（
土
砂
災
害
警
戒
情
報
、

各
種
特
別
警
報
等
）

・
避
難
に
関
す
る
情
報
（
避
難
準

備
情
報
、
避
難
勧
告
と
避
難
指
示
）

・
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
定
期

的
な
情
報
（
避
難
所
の
開
設
等
）

・
大
規
模
火
災
に
関
す
る
情
報

・
防
犯
に
関
す
る
情
報

・
行
方
不
明
者
の
捜
索
協
力
依
頼

・
ク
マ
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
有
害
鳥

獣
の
出
没
情
報

・
地
域
ま
た
は
町
会
で
実
施
す
る

防
災
訓
練
に
関
す
る
放
送
（
屋
外

拡
声
子
局
は
マ
イ
ク
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
自
局
放
送
が
可
能
で

す
。）

・
定
時
放
送

　

正
常
に
機
器
が
動
作
し
て
い
る

か
確
認
す
る
た
め
、
六
月
一
日
か

ら
毎
日
、
午
後
五
時
三
十
分
に
チ

ャ
イ
ム
（
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー

　

緊
急
・
災
害
情
報
な
ど
を
地
域

の
皆
さ
ん
に
的
確
か
つ
迅
速
に
伝

達
す
る
た
め
、
旧
松
本
地
区
内
に

同
報
系
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
度
入
山
辺
地
区
の
整
備
が
完

了
し
、
六
月
か
ら
本
格
運
用
を
開

始
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
防
災
設

備
は
、
屋
外
拡
声
子
局
（
屋
外
ス

ピ
ー
カ
ー
）
と
戸
別
受
信
機
（
屋

内
用
ラ
ジ
オ
型
受
信
機
）
を
通
じ

て
情
報
伝
達
を
お
こ
な
い
ま
す
。

★
放
送
内
容
は

・
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

―
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
の
情
報
（
国
民

同
報
系
デ
ジ
タ
ル
防
災

　
　
　
行
政
無
線
の
運
用
開
始

足
し
て
い
る
人
は
63
％
と
多
く
、

良
い
と
こ
ろ
は
、
環
境
が
よ
い
、

災
害
が
少
な
い
、
市
街
地
に
近
い

と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
他

地
域
と
比
べ
て
回
答
が
多
か
っ
た

項
目
に
、
地
域
の
ま
と
ま
り
が
あ

る
、
人
情
が
あ
る
、
人
と
の
つ
な

が
り
が
強
い
な
ど
入
山
辺
地
区
の

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
基

盤
が
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

松
田
教
授
は
、
報
告
会
の
最
後

に
以
下
の
事
を
お
話
に
な
り
終
了

と
な
り
ま
し
た
。「
少
子
高
齢
化
の

中
で
若
者
の
地
域
活
動
へ
の
参
加

が
少
な
く
な
り
、
役
員
の
な
り
手

が
い
な
い
、
役
員
を
務
め
る
上
で

の
負
担
感
が
あ
る
な
ど
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
通
じ
て
い
く
つ
か
の
課

題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
こ

れ
ら
の
課
題
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町

会
で
知
恵
を
出
し
合
っ
て
解
決
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
町
会

独
自
で
解
決
す
る
こ
と
が
困
難
な

課
題
も
あ
る
。「
こ
ん
な
山
辺
に
す

る
じ
ゃ
ん
会
」
は
、
将
来
に
向
け

た
可
能
性
の
あ
る
活
動
を
展
開
し

て
い
る
と
思
わ
れ
、
町
会
が
抱
え

る
課
題
を
地
域
課
題
と
し
て
取
り

上
げ
て
取
り
組
む
こ
と
は
、
今
後

必
要
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
地
域
づ
く
り
の
将
来
を
左
右

す
る
の
は
、
や
は
り
町
会
の
活
動

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
四
月
に

発
足
し
た
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

も
、
そ
の
支
援
方
策
を
検
討
し
て

い
く
事
が
重
要
な
仕
事
と
な
る
。」

    

実
態
調
査
報
告
会
開
催

　

昨
年
八
月
二
十
七
日
に
名
古
屋

大
学
の
社
会
教
育
調
査
実
習
の
際

に
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
お
こ

な
わ
れ
た
聞
取
り
調
査
及
び
九
月

五
日
か
ら
十
月
四
日
に
か
け
て
行

わ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
報
告

会
が
六
月
二
十
五
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
調
査
は
、
松
本
市
の
重

要
施
策
で
あ
る
「
い
き
い
き
と
し

た
地
域
づ
く
り
」
を
進
め
る
も
の

で
、
自
分
た
ち
が
暮
ら
す
地
区
や

町
会
の
風
土
や
住
民
自
治
活
動
、

ま
た
そ
れ
ら
を
支
え
る
出
張
所
、

公
民
館
、
福
祉
ひ
ろ
ば
等
に
対
し

て
、
住
民
が
ど
の
よ
う
な
意
識
を

持
ち
、
日
頃
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

て
い
る
か
を
調
べ
る
も
の
で
、
調

査
対
象
者
は
十
五
歳
以
上
八
十
九

歳
ま
で
の
１
９
４
５
人
の
中
か

ら
、
無
作
為
抽
出
し
た
１
０
０
０

人
と
し
、回
答
者
は
４
４
６
人
（
有

効
回
答
票
３
８
２
）
と
な
り
ま
し

た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
よ
る

と
、
入
山
辺
地
区
で
の
生
活
に
満

名古屋大学の
社会教育調査実習

戸別受信機

屋外拡声子局
（屋外スピーカー）



ぼ
く
ら
の
少
年
団

　
　

山
辺
小
６
年　

桑
島　

直
寛

　

ぼ
く
は
、
弟
二
人
と
、
ぼ
く
の

住
む
厩
所
で
少
年
団
を
結
成
し
て

い
ま
す
。
こ
の
少
年
団
の
活
動
は

大
き
く
分
け
て
四
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
村
の
人
に
進
ん
で

あ
い
さ
つ
し
た
り
、
雑
談
を
し
た

り
し
て
関
わ
り
を
深
め
る
事
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
地
区
の
行
事
に
積

極
的
に
参
加
し
て
い
く
事
で
す
。

　

三
つ
目
は
、
地
区
探
検
で
す
。

お
に
ご
っ
こ
や
、
竹
を
使
っ
た
チ

ャ
ン
バ
ラ
、
時
に
は
お
か
し
を
持

っ
て
町
内
を
プ
チ
探
検
し
た
り
も

し
ま
す
。

　

四
つ
目
は
、
た
ま
に
で
す
が
、

と
な
り
の
原
地
区
の
少
年
団
と
互

い
の
地
区
で
遊
ぶ
こ
と
で
す
。

　

ぼ
く
は
、
千
葉
に
住
ん
で
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
入
山
辺
の

ほ
う
が
、
自
然
が
豊
か
で
、
色
々

な
遊
び
が
で
き
、
毎
日
が
と
て
も

楽
し
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
地
区
の
お
年
よ

り
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
、
村
の

人
の
役
に
立
つ
こ
と
を
し
て
、
も

っ
と
役
に
立
つ
人
に
な
り
、
楽
し

く
充
実
し
た
生
活
を
し
て
い
き
た

い
で
す
。

　

ぼ
く
た
ち
の
少
年
団
に
も
っ
と

人
数
が
増
え
る
と
い
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
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日
増
し
に
暑
さ
が
増
す
季
節
と

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
の
前

半
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
２
月
に

は
二
週
連
続
で
の
記
録
的
豪
雪
が

あ
り
ま
し
た
。
自
宅
周
囲
の
除
雪

も
儘
な
ら
な
い
状
況
で
し
た
が
、

消
防
団
と
し
て
は
緊
急
時
の
水
利

確
保
の
た
め
、
消
火
栓
及
び
防
火

水
槽
周
辺
の
雪
か
き
を
実
施
し
ま

し
た
。
特
に
三
城
地
区
で
は
、
地

元
団
員
の
現
地
情
報
か
ら
、
手
探

り
で
の
防
火
水
槽
の
雪
か
き
を
実

施
し
ま
し
た
。
改
め
て
、
地
元
の

状
況
を
把
握
で
き
る
団
員
確
保
の

重
要
性
を
痛
感
す
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

入
山
辺
地
区
で
は
、
昨
年
度
か

ら
火
災
は
発
生
し
て
お
ら
ず
平
穏

な
日
々
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す

が
、
有
事
の
際
慌
て
な
い
為
に
も
、

日
頃
の
防
火
と
水
利
確
保
の
為
、

防
火
水
槽
な
ど
防
火
設
備
周
辺
の

清
掃
、
整
備
活
動
へ
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
日
、
入
山
辺
地
区
内
に
お
い

て
行
わ
れ
ま
し
た
自
主
防
災
消
火

訓
練
に
て
、
放
水
の
際
に
ホ
ー
ス

に
振
ら
れ
訓
練
参
加
者
が
転
倒

し
、
大
怪
我
を
さ
れ
た
と
の
連
絡

が
あ
り
ま
し
た
。
怪
我
を
さ
れ
た

方
の
早
期
回
復
を
願
う
と
共
に
御

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
改
め
ま

し
て
各
地
区
の
町
会
長
及
び
防
災

部
長
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
地

区
内
訓
練
の
実
施
計
画
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
各
地
区
消
防
団
の
各
部

の
部
長
に
連
絡
を
お
願
い
致
し
ま

す
。
ま
た
、
出
張
所
に
出
動
要
請

の
申
請
書
が
あ
り
ま
す
の
で
、
起

票
に
つ
き
ま
し
て
も
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
団
員
参
加
で
訓
練
の

安
全
管
理
が
図
れ
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

第
18
分
団
で
は
、
男
女
問
わ
ず

新
入
団
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
是
非
入
団
頂
け
ま
す
様
、

重
ね
て
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

六
月
に
松
本
市
町
内
公
民
館
長

会
の
総
会
と
、
新
任
館
長
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

町
内
公
民
館
活
動
の
役
割
は
、
町

内
の
活
性
化
を
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
で
、
具
体
的

な
活
動
と
し
て
、
①
交
流
活
動
②

親
睦
活
動
③
学
習
活
動
④
文
化
活

動
⑤
健
康
福
祉
活
動
⑥
ス
ポ
ー
ツ

活
動
⑦
広
報
活
動
⑧
団
体
・
サ
ー

ク
ル
活
動
へ
の
支
援
活
動
等
が
あ

り
、
町
内
の
実
情
に
合
わ
せ
て
工

夫
し
活
動
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

入
山
辺
地
区
で
も
、
町
内
公
民

館
で
の
親
睦
、
交
流
活
動
や
地
域

課
題
の
共
有
化
と
、
共
同
学
習
を

通
じ
て
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
が
知
り
合
い
、
支
え
合
い
な

が
ら
、
豊
か
に
生
き
生
き
と
生
活

で
き
る
地
域
社
会
の
基
盤
づ
く
り

に
結
び
付
く
活
動
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
の
入
山
辺
地
区
町

内
公
民
館
長
会
の
視
察
研
修
を
五

月
二
十
五
日
に
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
島
内
に
あ
る
白
木
染

工
場
で
、
か
つ
て
山
辺
で
栄
え
た

「
藍
染
体
験
」
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。
ハ
ン
カ
チ
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
手

ぬ
ぐ
い
、
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
等
に
、

各
自
、
思
い
思
い
の
模
様
を
デ
ザ

イ
ン
し
、
藍
染
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

思
っ
て
い
た
よ
り
簡
単
に
染
め
る

こ
と
が
で
き
貴
重
な
体
験
が
で
き

ま
し
た
。

　

 

町
内
公
民
館
長
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

小
出　

晃
永

▲

大
仏
地
区
防
災
訓
練
の
様
子

▲

三
城
地
区
防
火
水
槽
の
除
雪

町
内
公
民
館
活
動

第
18
分
団
だ
よ
り

町
会
対
抗
球
技
大
会
の
結
果

　

６
月
22
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
雨

天
の
た
め
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
中
止
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
女
子
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

優　

勝　

上
手
町

　

準
優
勝　

南　

方

　

第
三
位　

大
和
合
・
牛
立
・
三
城


